
1 農林課

2 農林課

3 農林課

4 農林課

5 農林課

6 農林課

※「主管所属」欄には、令和3年度の所属名を記載 ⇒数値目標
※「令和3年度実行額」欄、括弧書きは繰越明許分 ⇒重要業績評価指標（ＫＰＩ）

基本目標１　「しごと」づくり　／　渋川市の特性をいかした産業振興による雇用創出と人材育成

令和6年度

目標値

有効求人倍率（倍） 1.42 1.02 

（渋川公共職業安定所管内） （平成30年度） （令和3年度）

　施策の基本的方向

　１　魅力ある農業の振興と人材育成

令和6年度

目標値

2 3

（平成30年度） （令和3年度）

7 4

（平成30年度） （令和3年度）

農業次世代人材投資事
業

経営の不安定な就農初期段階の青
年農業者に対して経営開始型の人
材投資資金を交付し、就農意欲の喚
起と就農後の定着を図る。

継続交付対象者　2人
新規対象者　0人

継続 1,048

農業経営力向上支援事
業

農業において地域の中心となる経営
体を育成・確保し、農業経営の法人
化及び集落営農の組織化を支援す
る。

実績なし

継続 0

農地中間管理事業

農地中間管理機構（群馬県農業公
社）が農地を借受け、効率的にまと
まりのある形で農地を利用できるよう
に配慮し、担い手等へ貸し付け、一
定の条件に達した場合に地域農家
に対し協力金を交付する。

新規機構集積協力金対象
面積　0a

継続 31

産地パワーアップ事業

地域の営農戦略に基づいて実施す
る産地としての高収益化に向けた取
組を総合的に支援する。

事業要望なし

継続 0

遊休農地活用推進モデ
ル事業 

遊休農地の解消と、地域住民で組織
する任意団体による農地の維持管
理を、継続的に行えるモデルを構築
する。

2件実施
小野上地区にて、「おのこ
フラワーガーデンズ」が観
賞用花を5.7a、川島地区
にて「川島遊休農地活用
団体」がキャベツを12.4a栽
培。

着手 204

経営継承・発展等支援
事業 

地域農業の中心である家族農業経
営をはじめとする農業の担い手に対
する経営継承を確実に実施していく
ため、経営継承者(農業者の子息等）
を支援する。
地域の中心経営体等の後継者が、
経営継承後の経営発展に関する計
画を策定し、同計画に基づく取組を
行う場合に必要となる経費を支援す
る。

新規交付対象者　0人
（令和2年1月1日以降、経
営に関する主宰権の移譲
を受けている者）

着手 0

○　第２期渋川市まち・ひと・しごと創生総合戦略　主要な事業の実績及び重要
　　 業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況等一覧

数値目標 基準値 実績値
目標達成

状況

D 1.24 

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

新規認定農業者数（経営体） B 5

新規就農者数（45歳未満）（人） D 10

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

1

資料１－３



7 農林課

8 農林課

9 商工振興課

10 商工振興課

11 商工振興課

12 商工振興課

13 商工振興課

　２　地域ブランドの確立と関連産業の振興

令和6年度

目標値

－ 0

（平成30年度） （令和3年度）

29 29

（平成30年度） （令和3年度）

農産物地域ブランド推進
支援事業

農産物の地域ブランド産地化の取
組、農業生産工程管理の意識付け
を促すなどの指導員育成を支援す
る。

GAP指導員基礎研修補助
金　1件
出荷用包装資材補助金　
1件
振興作物導入事業補助金　
0件

継続 406

竹林整備事業

放置竹林の解消を目的とした竹林整
備、また、竹林整備を行う市民に対
し、竹粉砕機の貸出を行う。

竹粉砕機貸出　延べ48件
竹林整備面積　2.37ｈａ

継続 13,612

　３　地域を担う中小企業など市内産業の支援と人材育成

令和6年度

目標値

111 63

（平成30年度） （令和3年度）

56.9（累計） 69.05

（平成30年度） （令和3年度）

中小企業支援事業

令和元年度の検討結果等を踏まえ、
早期着手すべき支援策を実施する。
中小企業振興会議を継続して開催
し、随時中小企業者、経済団体等の
意見聴取に努める。
市民向けの購買行動に関するアン
ケート調査などにより現状の把握に
努める。

新型コロナウイルス感染
症の影響から、中小企業
振興会議は中止とした。
新型コロナウイルス感染
症の影響を受けた事業者
への市の支援策につい
て、委員と情報共有を行っ
た。

継続
0

ぐんまDX技術革新事業

群馬県との連携事業
地域産業の振興に寄与する中小企
業者が行う新製品・新商品の開発に
要する経費について、市と県が連携
して補助金を交付する。

県との連携事業だが、申
請がなかった。

継続
0

工業技術振興交流会実
施事業

市内に立地している事業所の代表
者及び幹部社員等が、工業に関する
課題等について意見及び情報交換
を行い交流を深めることによって、地
域の特性を活かした魅力ある地場産
業製品の開発や技術向上のための
研究・マッチング・産学官金の連携等
の活性化を促す。

新型コロナウイルスの影
響から、視察研修は中止
したが、講演交流会は感
染症対策を講じ実施した。 継続

3

創業支援の相談窓口の
運営

市内で創業しようとする者に対し、
市、渋川商工会議所、しぶかわ商工
会、地域金融機関等が連携し、様々
な創業時の課題を解決するととも
に、創業後の支援を行う。

31件の相談を受けた。

継続
0

地場産業後継者育成支
援事業

本市を代表する伝統工芸品である創
作こけし産業は、高齢化が進み後継
者が不足しているため、地域おこし
協力隊制度を活用し後継者育成を
支援する。

第62回全群馬近代こけし
コンクールにて、大野隊員
が、第1部（創作こけしの
部）にて関東経済産業局
長賞、第3部（木地玩具の
部）にて群馬県知事賞を
受賞した。

継続
8,338

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

渋川産農林産物のブランド産品数
（品）

C 1

ぐんま地産地消推進店認定店舗数
（店舗）

C 28

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

小口資金利用口数（口） D 123

創業相談窓口利用者の創業割合
（％）

A 60.0（累計）

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

2



14 秘書室

15 政策創造課

16 観光課

17 観光課

18 観光課

基本目標２　「ひと」の流れづくり　／　交流人口の拡大、企業誘致、移住・定住の促進、関係人口の創出・拡大

令和6年度

目標値

1,967 1,894

（平成30年度） （令和3年度）

484 255

（平成30年度） （令和3年度）

　施策の基本的方向

　１　伊香保温泉を核とした観光戦略の推進

令和6年度

目標値

19,346,310 11,121,393

（平成30年度） （令和3年度）

1,063,125 599,313

（平成30年度） （令和3年度）

13,339 11

（平成30年度） （令和3年度）

渋川市ＰＲ動画情報発
信事業

動画による市の魅力発信を行うた
め、四季ごとのプロモーション動画や
文化、観光などをテーマとしたショー
トムービーを作成し、インターネット
等で全国に発信する。
令和2年度は、市民等が作成した市
をＰＲする動画のコンテストを実施し
た。

移住定住や共生社会実現
のまちとしてのPRなどを
テーマとした動画を作成
し、公開した。
なお、コンテスト関連事業
は、写真の部を追加して
別事業として実施した。

継続 1,612
（183）

ＭＩＣＥ開催支援助成事
業

市内で開催されるＭＩＣＥ関連事業の
運営費、当該事業参加者の宿泊費
及び県内の施設におけるＭＩＣＥ関連
事業参加者の宿泊費を助成する。

交付件数　1件（運営費及
び宿泊費補助） 継続

318

伊香保温泉石段街観光
案内所運営事業

本市の観光資源の核である伊香保
温泉のバス待合所内で観光案内を
することにより、観光客への情報提
供並びにおもてなしを強化し、観光
客の満足度向上を図り観光振興に
寄与する。案内業務を地元の観光ボ
ランティアガイドに委託することで、
地域の人材の活用・育成に努める。

伊香保温泉を訪れる観光
客に対し、充実した観光案
内を実施し、おもてなしの
強化に努めた。
昨年度に引き続き新型コ
ロナウイルス感染拡大の
影響が大きく、観光客が少
なかったものの、感染対策
を施した上で案内業務を
行った。

継続
379

観光宣伝実施事業

群馬県が主催する各種観光キャン
ペーンや首都圏を中心とした観光プ
ロモーションに参加し、国内旅行客
及び外国人旅行客の誘客を図る。ま
た、群馬デスティネーションキャン
ペーンと連動し、県内外の観光イベ
ントや旅行エージェントとの商談会へ
積極的に参加し、渋川市への誘客促
進及び知名度の向上を図る。

昨年度に引き続き、新型コ
ロナウイルスの影響により
対面での観光PRはできな
かったものの、オンライン
での商談会や石段街全域
でのWi-Fi整備、赤城山サ
イクルツーリズムなどコロ
ナ禍で対応しうる事業に取
り組んだ。
新型コロナウイルス感染
拡大の影響により、台湾
自治体との友好協力協定
の再締結は見送られた。

継続
4,371

観光戦略推進事業

第2次渋川市観光基本計画に基づく
各施策の効果的な実施について関
係団体からの意見を聴取するととも
に、本市観光拠点において多言語対
応した情報発信媒体を整備するほ
か、漫画やアニメを活用した観光周
遊促進等、戦略的な観光施策の推
進を図る。

アニメ「頭文字D」のオリジ
ナルイラストを活用した新
たなラッピングバスを2台
運行し、二次交通の利用
促進とアニメツーリズムの
推進を図った。

継続
3,091

数値目標 基準値 実績値
目標達成

状況

転入者数（人） D 2154 

観光入込客数（万人） D 529 

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

観光客消費額（千円） D 22,815,000

伊香保温泉宿泊者数（人） D 1,400,000

伊香保温泉外国人宿泊者数（人） D 21,900

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

3



19 観光課

20 農林課

21 スポーツ課

22 スポーツ課

23 都市政策課

24 生涯学習課

渋川伊香保温泉手ぶら
観光実施事業

交通事業者や配送事業者と連携の
もと、旅行者の荷物を渋川駅で預か
り各旅館に配送する「手ぶら観光事
業」に対して補助する。
実施主体は一般社団法人渋川伊香
保温泉観光協会。
荷物1個あたりの配送経費のうち利
用者負担分を除いた額を補助する。

新型コロナウイルス感染
拡大の影響で観光客が激
減した。
利用件数　246件

継続
197

グリーンツーリズム推進
事業

地場産農産物を利用した観光農業
の活性化のためのグリーンツーリズ
ムの総合的な推進・支援を行う。

渋川広域農業活性化推進
協議会負担金350千円
新野菜「アレッタ」の収穫
体験を北橘地区で実施し
た。（参加者8人）

継続
368

　２　スポーツや教育・文化による交流人口の拡大

令和6年度

目標値

16.6 5.2

（平成30年度） （令和3年度）

20.16 23.94

（平成30年度） （令和3年度）

291,506 126,104

（平成30年度） （令和3年度）

市民スポーツ・健康づく
り活動推進事業

スポーツによる市民の健康づくりを
推進するため、年間を通じて多様な
ニーズに応じたスポーツ教室や大会
を開催する。

新型コロナウイルス感染
拡大防止の観点から予定
していた事業（令和3年度
はつらつスポーツ教室・は
つらつスポーツ大会・小学
生なわとび大会）はすべて
中止した。

継続
0

前橋・渋川シティマラソン
実施事業

市民のスポーツ活動への参加意欲
を喚起し、競技力の向上、スポーツ
振興、地域の活性化に寄与すること
を目的として前橋市との共催により
マラソン大会を開催する。

第8回大会(令和3年4月
18・19日)は、新型コロナ
ウィルス感染症対策とし
て、従来の公道を走る形
式から、両市の公園内の
周回コースを走る分散形
式の大会に変更して開催
した。

継続
1,665

中村緑地公園整備事業

あらゆる世代が健康づくりやスポー
ツに親しめる広場として、本格的に
利活用するための整備を実施する。

公園内の整備に向けた、
進入路（北側）の整備工事
を行った。 継続

35,613

ふるさと渋川再発見事業

郷土の偉人等を顕彰する企画展示
を開催する。

郷土の偉人を顕彰する企
画展として、「渋川郷学　
木暮足翁顕彰展」と「今井
善一郎顕彰展」を開催し
た。
また、渋川駅100周年記念
事業に伴う市共催事業の
一つとして「渋川駅開業
100周年記念展」を開催し
た。

継続
572

　３　企業立地基盤の整備と企業誘致の推進

令和6年度

目標値

工場等を市内に新設、増設した事
業者数（件）

2 5（累計）

（工場誘致奨励事業を活用したも （平成30年度） （令和3年度）

－ 0

（平成30年度） （令和3年度）

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

20歳以上の週平均のスポーツ施設
利用率（％）

D 22.0

スポーツツーリズムを目的としたス
ポーツイベント参加者に占める県外
参加者の割合（％）

B 26.0

公民館利用者数（人） D 291,800

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

A 5（累計）

企業誘致候補地区画数（区画） C 4

4



25 環境政策課

26 商工振興課

27 商工振興課

28 商工振興課

29 秘書室

地域新エネルギービジョ
ン推進事業

渋川市地域新エネルギービジョンの
総合評価で有望と評価された「太陽
光」「バイオマス」などを活用したエネ
ルギーの利用を推進する。

渋川市地域新エネルギー
ビジョンの中からバイオマ
ス部分を抜き出した渋川
市バイオマス活用推進計
画について、令和2年度実
績の点検を行った。

継続
0

企業誘致促進事業

既存の市内企業のフォローアップの
ため展示会出展費用補助や工場の
新設、増設、雇用促進等に対する奨
励及び情報収集のための企業訪問
を実施する。

展示会等出展支援補助申
請は無し。
工場等設置奨励補助実績　
新たな増設1社、継続3社
新型コロナウイルス感染
症の影響から、首都圏等
への企業誘致活動は自粛
し、リモートによる懇談や
セミナーへ参加した。

継続
9,866

本社機能移転促進事業

市内への本社機能移転や、業務の
分散化を目的とした新規の事務所開
設などを行う企業に対する助成を実
施する。

今年度から着手するもの
の申請は無し。

完了
0

新産業立地推進事業

企業誘致の受皿となる適地の選定
や新たな産業団地の造成に向けた
先進地視察を含めた研究及び企業
のニーズ把握と誘致活動の推進を
行う。新産業ゾーンの整備を進める
とともに、企業誘致に向けた先進地
視察、研究、候補地の選定及び候補
地の基礎調査を実施、新産業ゾーン
団地造成に向けた群馬県企業局と
の調整を行う。

令和3年5月31日付で県次
期産業団地造成候補地に
進達。
令和4年3月29日　第一次
選定済。
産業立地推進検討委員
会・部会を開催したほか、
進達地に係る用地鑑定及
び産業団地造成計画策定
に向けた交通量調査を実
施した。

継続
1,257

　４　東京圏等からの移住・定住と市民の市内定着・回帰の促進及び関係人口の創出・拡大

令和6年度

目標値

833 811

（平成30年度） （令和3年度）

空家の活用件数（件） 55（累計） 129（累計）

（空家活用モデル、空家バンク、空 （平成30年度） （令和3年度）

Ｋｉｒａｒｉしぶかわ発行事業

交流人口の増加を目的に市の魅力
発信を行う情報紙を作成する。

Ｋｉｒａｒｉしぶかわ第3号を令
和3年10月に20,000部発
行した。
市内外の観光施設等で配
布したほか、本市出身の
県外在住者に送付した。

継続
330

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

県外からの転入者数（人） D 912

A 75（累計）

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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30 政策創造課

31 政策創造課

32 政策創造課

33 農林課

34 建築住宅課

35 建築住宅課

移住定住支援事業
※令和3年度から「渋川
市移住支援金事業」、
「移住者住宅支援事業」
を統合

定住人口の増加と人口減少対策に
資することを目的に、移住者に対す
る住宅取得等の補助や移住支援金
を交付する。
また、本市の魅力を広く周知するた
め、移住準備のための宿泊費補助
や、パンフレット等啓発資料を作成す
る。
その他、移住してきた方を対象とした
交流の場を設け、情報交換等を行っ
てもらう。

「移住支援金」交付件数　
単身（テレワーク勤務）3
件、移住（転入者）3人
「移住者住宅支援事業」交
付件数　74件、移住（転
入）者188人
今年度から免許取得、ﾍﾟｰ
ﾊﾟｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの講習会受講
補助、ﾃﾚﾜｰｸ勤務を加算
項目に追加し、新築市内
業者利用や空き家バンク
利用について加算額の拡
充を図った。
移住啓発のための広告宣
伝として、駅構内ポスター
掲示、新聞・雑誌掲載、市
ホームページに移住に特
化したサブサイトを開設し
た。
また、移住希望者等に対
し、オンライン移住相談、
移住定住サポーターによ
る支援を行った。その他、
移住者の集いを開催し
た。

継続 27,371
（2,662）

移住定住新生活応援事
業

移住定住推進の支援として、婚姻届
を提出し受理された夫婦及びパート
ナーシップ宣誓をしたカップルの新
生活を応援するため、市内の新居へ
引っ越した場合の費用補助として支
援金を交付する。

交付件数　28件、移住（転
入）者　31人

着手
2,500

空家活用モデル事業

交流、起業、移住定住の場として活
用するなど、空き家活用の先進的モ
デルとなるリノベーションの提案を募
集し、優秀なもの1件に対し、施工費
用の一部を完成後に補助する。

受付期間を延長したが、
応募者がいなかった。

完了
0

田舎ん家利用促進事業

田舎ん家情報バンク制度の運営を
行う。
登録募集（提供者及び利用者）
利用者に対する物件現地への案内
田舎ん家利用者提供者交渉支援

登録者に対し「空き家バン
ク」の利用を促しており、
新規登録は中止とした。
問合せについても「空き家
バンク」を案内している。

完了
0

住宅リフォーム促進事業

居住環境の向上及び定住の促進、
需要喚起による住宅関連産業の経
済活性化を図るため、住宅をリ
フォームする者に対して補助金を交
付する。

住宅リフォーム補助件数　
113件

継続
9,926

空家活用等支援事業

空き家の利活用を促進し、良好な市
街地の形成と定住の促進を図るた
め、空き家のリフォームを行う者及び
空き家を解体する者に対し補助金を
交付する。

空き家リフォーム補助件数　
11件
空き家解体補助件数　38
件

継続
13,300

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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36 こども課

37 商工振興課

38 商工振興課

39 危機管理室

40 こども課

基本目標３　結婚･妊娠･出産･子育ての希望をかなえ、誰もが活躍できる地域づくり　／　切れ目のない総合的な地域づく
り

令和6年度

目標値

421 339

（平成30年度） （令和3年度）

　施策の基本的方向

　１　生活基盤の確立

令和6年度

目標値

69.0 76.0 

（平成30年度） （令和3年度）

子育て環境づくり推進事
業

子育て支援総合センターに子育てコ
ンシェルジュを配置し、出産や子育
てに関するサービスの情報提供や子
育て世代の就労を支援する情報発
信を行う。
また、赤ちゃんの駅の利用促進と整
備に関する補助を行い利用促進、登
録施設の増加を図る。

子育てコンシェルジュによ
る情報提供・相談件数　
1,029件　
子育て支援専用ウェブサ
イト閲覧数　
134,191件
赤ちゃんの駅　124施設

継続
3,122

ジョブサポート推進事業

就業援助相談員により、内職の斡旋
及び求人情報の収集や求職相談に
おける求人情報の提供を行い、女性
の就労を促進する。
また、キャリアカウンセラーにより、
就職、再就職の相談等、幅広い年代
を対象とした支援事業を実施する。

渋川すこやかプラザ内で、
週2回、就業援助相談員に
よる内職相談を実施した。
就職相談窓口（ジョブサ
ポート渋川）を渋川市消費
生活センターに開設すると
ともに、就職支援セミナー
及び交流会を渋川市勤労
福祉センターで開催した。

継続
2,696

勤労者生活資金融資

勤労者の生活の安定を図るため、低
金利で資金を融資する。

令和3年度　新規0件 継続
1件

継続
4,381

　２　結婚・妊娠・出産・子育ての支援

令和6年度

目標値

1,172 1,327

（平成30年度） （令和3年度）

保育所・認定こども園園児数（人） 1,649 1,681

（２・３号児童） （平成30年度） （令和3年度）

125,658（累計）
518,298（累

計）
（平成30年度） （令和3年度）

こども安心防災備蓄品
整備事業

子育て世帯への支援として、災害発
生時における避難所での生活の際
に、プライバシーの確保等を行い、
子育て世帯が抱える生活への不安
や不便を解消し、子育てしやすい環
境づくりに取り組む。

子育て世帯への支援とし
て、災害発生時に迅速に
対応できる乳児用のミルク
（粉・液体）、ほ乳瓶、紙お
むつ及びウェットティッシュ
を備蓄した。

継続
454

恋活プロジェクト事業

出会い交流イベント事業を行う民間
団体に補助金を交付する。

新型コロナウイルス感染
拡大防止の観点から、中
止の場合に発生する経費
についても補助対象とした
が申請なし。

継続
0

数値目標 基準値 実績値
目標
達成
状況

出生数（人） D 578 

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

市就業援助相談を通じての就業成
立の割合（％）

B 80.0 

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

ファミリーサポートセンター会員数
（人）

A 1,240

A 1,446

子育て支援専用ウェブサイト閲覧
件数（件）

B 702,000（累計）

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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41 こども課

42 こども課

43 こども課

44 こども課

45 こども課

46 こども課

47 こども課

48 こども課

49 こども課

50 こども課

ファミリー・サポート・セン
ター運営事業
（産前・産後サポート事
業含む）

「子育ての手伝いをしてほしい人」と
「子育ての支援を行いたい人」を会
員登録し、会員同士の相互援助によ
り、仕事と子育ての両立ができる環
境を整備する。
また、平成30年度から利用料金の一
部引き下げを行い、短時間利用の促
進を図る。

ＮＰＯ法人に運営を委託し
ている。
子育ての支援を行いたい
会員については、研修等
による資質向上を図るとと
もに、継続して募集を行っ
ている。
会員1,327人
産前産後サポート事業　 
利用件数21件

継続
8,968

渋川すこやかプラザ管
理事業

渋川すこやかプラザの維持管理を行
う。
屋内遊具施設の運営及び多目的
ホールの貸出
ファミリー・サポート・センターや福祉
専門学校との連携
子育て総合窓口の開設

渋川市子育て支援セン
ター、屋内遊具施設、多目
的ホール、子育て総合窓
口を運営した。 継続

16,876

赤ちゃんふれあい事業

若い世代への生活設計の意識付け
として、中学生が赤ちゃんとその保
護者とふれあい、命の尊さや子育て
の素晴らしさを体験する教室を実施
する。

新型コロナウイルス感染
症が拡大しているため、オ
ンラインにより事業を実施
した。

継続
485

公立保育所運営事業
（うち休日保育実施分）

保護者の就労等で保育を必要とする
児童の保育需要に対応し、子育てと
就労の両立を支援するため、休日保
育を実施する。

伊香保こども園において
受入体制が整っている
が、利用者はいなかった。 継続

0

こども夢基金

本市の子どもたちの健やかな成長に
資するための基金の積立てを行う。
※平成28年3月　渋川市こども夢基
金条例を制定し、寄附金等を積立て
ている。

積立額　32,319千円
取崩額　17,254千円
（12事業に充当） 継続

32,319

保育料の完全無料化

保護者の経済的負担を軽減して、安
心して子どもを産み育てられる環境
を形成するため、令和元年10月1日
から引き続き、国が行う幼児教育・保
育の無償化に加えて市独自の上乗
せ支援による「保育料の完全無料
化」を実施する。

対象者数計　延べ6,569人
対象額（市独自負担額）計　
114,453,760円

継続
114,454

子育てスキルアップサ
ポート事業

子育て世代の保護者を対象として、
講座を開催し、子育てに関する知識
を持った人材の育成と子育て世代の
ネットワークを構築する。

令和3年度は、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の
観点から、例年実施してい
る臨時託児所開設及び交
流タイムを中止して開催し
た。

継続
120

子育て支援センター事
業

未就園児を対象とした子育て支援事
業を子育て支援総合センター、公立
保育所・幼稚園・認定こども園で実施
するとともに、民間保育所等で実施
する。
また、福祉専門学校との連携により
遊びの広場「おひさま」を実施する。

子育て支援総合センター、
公立保育所等9施設及び
民間保育所等8施設（市の
委託）で未就園児を対象と
した子育て支援を実施し
た。
福祉専門学校との連携に
よる遊びの広場「おひさ
ま」を実施した（新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の
ため全5回のうち3回実施
（７月、12月、1月（親子168
人参加）6月、9月中止））。

継続
84,857

はじめての英語ふれあ
い事業

公立の保育所、幼稚園及び認定こど
も園において、幼少期から楽しみな
がら英語にふれあう環境を統一的に
整えるため、外国人講師を派遣し
て、園児に対する英語活動を実施す
る。

公立の保育所、幼稚園及
び認定こども園において、
外国人講師を派遣して、
園児向けの英語活動を
161回実施した。

継続
2,918

手話あそび体験事業

「共生社会実現のまち渋川市」を推
進するため、園児が視覚的な表現に
よるコミュニケーション方法に触れ、
お互いを尊重し支え合う大切さを知
るきっかけとなるよう、保育所、認定
こども園及び幼稚園において、遊び
ながら手話にふれあう機会をつくる。

20施設のうち19施設で各1
回（計19回）実施した。
※1施設は、新型コロナウ
イルス感染拡大期のため
施設の意向により実施を
中止し、手話動画(DVD)を
提供した。

着手
50

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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51 こども課

52 健康増進課

53 健康増進課

54 健康増進課

55 健康増進課

56 学校給食課

キッズゾーン推進事業
※令和３年度　事業名
「キッズゾーン設置事業」

保育所、認定こども園、幼稚園及び
子育て支援総合センターにおける園
外活動等で、日常的に集団で移動す
る経路の交通安全意識の高揚を図
るため、令和元年度に設定した全て
のキッズゾーン（施設を中心とする半
径500ｍの範囲内）に1基以上の看板
を設置する。

教育・保育施設から報告
のあった危険箇所の安全
対策を関係機関に依頼し
た。
キッズゾーン看板は、新た
に16基設置し、計40基の
設置に至った。地表の構
造物や地下の埋設物の制
約により、21ゾーンのうち
19ゾーンに、キッズゾーン
看板の設置が完了した。

完了
517

不妊治療費助成事業

不妊治療を受ける夫婦の経済的負
担を軽減するため、一般不妊治療費
及び特定不妊治療費の一部を助成
する。

不妊治療を受ける夫婦の
経済的負担を軽減するた
め、一般不妊治療費特定
不妊治療費の一部を助成
した。
助成件数　116件

継続
6,995

母子保健事業
（妊産婦健康管理事業、
乳幼児健康診査事業、
母子保健相談事業、妊
産婦・乳幼児指導事業、
未熟児養育医療費給付
事業）

妊産婦健康管理事業や乳幼児健康
診査事業、母子保健相談事業、妊産
婦・乳幼児指導事業、思春期保健対
策などを実施する。

妊産婦健康管理事業や乳
幼児健康診査事業、母子
保健相談事業、妊産婦・
乳幼児指導事業、思春期
保健対策などを実施した。

継続
53,639

すこやか子育て発達支
援事業

就園から就学に至る期間において、
発達に心配のある幼児を持つ養育
者が気軽に相談できる場と教室を実
施し、切れ目ない支援を行う。
教室に来所している幼児の通う幼稚
園や保育園に、心理士と保健師が出
向き、幼児の行動観察を行い、保育
士や幼稚園教諭に助言指導を行う。
発達障害（特性）のある子どもの早
期発見や特性に応じた早期支援の
充実を図り、小学校へのスムーズな
移行を行うため、「親子サポート充実
事業」を実施する。
令和2年度から、就学から18歳まで
の発達障害や発達に特性のある児
童と保護者を対象に、専門スタッフに
よる個別相談や指導などを行う「こど
も発達相談室」を開設した。

各支援事業を実施し、子
どもの成長や発達の状況
に合わせて切れ目のない
支援を行った。
　のびのび発達相談　延
べ106人
　のびのび発達教室　延
べ57人
　幼稚園や保育所等への
巡回カン
　ファレンス　12回
　親子サポート充実事業
　年中児健診　受診率
93.3%
　年中児発達相談会　来
所率94.7%　　
　こども発達相談室　延べ
2,232人

継続
17,283

不育症治療費助成事業

「不育症」の治療（検査）を受ける夫
婦に対し、医療費の一部を助成す
る。

「不育症」の治療（検査）を
受ける夫婦に対し、医療
費の一部を助成した。　
助成件数　5件

継続
134

学校給食費の無料化

学校給食費の無料化を行い、児童・
生徒の保護者の負担軽減を図ること
で、本市の人口減少対策を推進す
る。

子育て世代の負担軽減を
図るため、令和3年度も引
き続き、市立小中学校に
通学する児童・生徒の学
校給食費の無料化を実施
した。

継続
275,637

　３　誰もが活躍できる地域づくり

令和6年度

目標値

－ 86 

（平成30年度） （令和3年度）

754 540 

（平成30年度） （令和3年度）

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

成年後見制度周知のための講座等
の参加人数（人）

B 300（累計）

国際交流事業への参加人数（人） D 870 
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57 政策創造課

58 地域包括ケア課

59 高齢者安心課

60 商工振興課

61 都市政策課

共生社会推進事業

ホストタウン相手国や姉妹都市の文
化を理解する展示会、講演会を実施
する。
市民や企業を対象に、社会にある障
害という課題の理解、意識の変革に
向けた、講演会や交流会を実施す
る。
共生社会の実現に向けた取組の輪
を広げ、機運の醸成を図るため、市
と地域の多様な主体が「共生社会実
現のまち　渋川市」共同宣言を行う。
車椅子利用者や高齢者がバリアフ
リー情報を事前に知り誰もが安心し
て楽しめる「渋川・伊香保温泉バリア
フリーマップ」を作成する。
共生社会推進に向けシンボルマーク
の制定、啓発品を作製し機運の醸成
を図る。

10月を共生社会実現のま
ち渋川市推進月間として
各種事業に着手した。
小・中学校では、あすチャ
レ！を6校、DETを4校で開
催し、子どもの頃から自分
とは異なる条件を持つ他
者についての理解を促進
した。また、啓発としてパン
フレットを中学3年生と小
学4年生全員に配布した。
その他職員や市民を対象
としたDETも4回実施した。
オーストラリアのローガン
市、アメリカ合衆国のハワ
イ郡と姉妹都市児童作品
展を開催した。
「共生社会のまち　渋川
市」共同宣言書の署名を
30団体と行った。
バリアフリー情報を掲載し
たバリアフリーマップを作
成した。
絆創膏、ウェットティッ
シュ、クリアファイルなど啓
発品の作製を行った。

継続 3,637

地域共生型地域包括ケ
アシステム構築事業

地域共生社会の意識醸成及び地域
の組織力強化を図るため、市民及び
関係団体等を対象に講習会を開催
する。
障害者の社会参加や多様性に基づ
いた共生社会を創ることを目的とし
てＤＥＴ（Disability Equality Training：
障害平等研修）を実施する。　

群馬県等のオンライン研
修会に参加するとともに、
新採職員研修において事
業説明を行った。庁内研
修については新型コロナ
ウイルス感染症拡大のた
め中止とした。

継続 0

成年後見制度利用促進
事業

成年後見制度の利用を促進するた
め、渋川市成年後見サポートセン
ターや渋川市成年後見制度利用促
進審議会を運営する。

成年後見サポートセンター
を運営した。
　パンフレット、講習会によ
る制度の周知
　職員による一般相談　43
件
　専門職による無料相談　
12件
　法人後見実施団体に補
助金交付　1件
成年後見制度利用促進審
議会は新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため中
止し、書面で報告を行っ
た。

継続 654

共生社会実現に向けた
店づくり応援事業

共生社会の推進に向けて、誰もが利
用しやすい店づくりを目指すための
備品購入費を補助する。
補助対象店舗には、市が作成した共
生社会推進ステッカーを交付する。

交付件数　2件

完了 38

渋川市版生涯活躍のま
ち構想策定事業

「中高年齢者」に限らず「全世代」を
対象に、誰もが居場所と役割を持っ
てつながり、生涯を通じて健康でアク
ティブに活躍できるコミュニティづくり
を目指すため、渋川市版生涯活躍の
まち構想を策定する。

構想案のオープンハウス
（パネル展示）及び市民意
見公募実施後、最終案を
整理し、令和3年11月を
もって策定・公表した。

完了 89

　４　教育環境の充実

令和6年度

目標値

79.6 78.5 

（平成30年度） （令和3年度）

87.0 86.7 

（平成30年度） （令和3年度）

3,388 3,036

（平成30年度） （令和3年度）

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

学習に主体的に取り組み、学習の
内容が分かると答える児童や生徒
の割合（％）

D 80.0 

運動に主体的に取り組み、運動す
ることが好きと答える児童や生徒の
割合（％）

D 90.0 

市内高校生との連携事業参加人数
（人）

D 3,570
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62 地域包括ケア課

63 学校教育課

64 学校教育課

65 学校教育課

66 学校教育課

67 学校教育課

68 学校教育課

69 学校教育課

70 学校教育課

71 学校教育課

子どもの学習支援事業

経済的に厳しい状況にある世帯の中
学生が希望する進学等を果たせるよ
うに、学力の向上、学習の習慣化等
を支援するとともに、当該世帯が抱
える問題や不安に対し助言や支援を
行う。

利用希望者に対し学習支
援員による個別訪問形式
の支援を実施した。（利用
者14名）

継続
1,414

小学校スタディアシスタ
ント事業

小学校低学年の児童一人ひとりの
学習が成立するよう児童の支援や担
任の授業補助を行うために、スタディ
アシスタント（学習補助員）を配置す
る。

市内10校に16名を配置し
た。児童一人ひとりの学習
が成立するよう、サポート
に入ったり、個々の児童の
学習状況を把握し、担任
のサポートを行うなど、効
果的に活用した。

継続
15,303

学校教育充実事業

各小中学校において自主的・創造的
な取組が行われている状態を目指
し、学校緑化事業や福祉教育事業、
豊かな体験活動、総合的な学習等
の事業、情操教育を実施し、各学校
の特色を活かした教育活動を推進す
る。

各小中学校において自主
的・創造的な取組が行わ
れるよう教育活動を推進し
ている。
電子ピアノやチューバ等
の楽器を9台購入した。
理科用機材等を37個購入
した。
ワイヤレスアンプ等教育
用備品を38点購入した。

継続
26,650

学力向上推進事業（小・
中学校）

学習指導要領の趣旨を受け、教科
書や副読本を活用し、自ら学ぶ意欲
や社会の変化に主体的に対応でき
る能力の育成及び基礎的・基本的な
内容定着のための指導を充実させ
る。

学習指導要領に準拠した
標準学力検査を利用し、
児童生徒の学力の実態を
把握して、日常の教育実
践の改善を図っている。学
力検査は小学校2年生以
上の児童生徒を対象に実
施し、授業改善につなげて
いる。

継続
5,918

小学校体育授業スポー
ツコーディネーター派遣
事業

渋川市スポーツ推進計画に基づき、
子どものスポーツの支援体制を充実
させるため、小学校へスポーツコー
ディネーターを派遣する。

渋川市スポーツ推進計画
に基づき、児童へのス
ポーツの支援体制を充実
させるため、小学校へス
ポーツコーディネーターを6
人派遣した。

継続
6,487

中学生海外派遣事業

本市の中学生をオーストラリア、
ニュージーランドに派遣し、豊かな国
際感覚を身につけた人材の育成を
図る。

新型コロナウイルス感染
症の影響により、令和2年
度に引き続き、事業を中
止した。

継続
0

小中学校教育活動支援
事業

児童生徒の学習に少人数授業や習
熟度別学習、ティームティーチングに
よる指導を積極的に取り入れ、学習
全般での支援等を行うため、非常勤
教員（マイタウンティーチャー）を配置
する。

マイタウンティーチャー25
人を配置した。児童生徒
の学習に少人数授業や習
熟度別学習、ティーム
ティーチングによる指導を
積極的に取り入れ、学習
全般での学習支援等を
行った。

継続
45,806

小中学校不登校対策事
業

小中学校における不登校予防及び
不登校児童生徒の学校復帰を支援
する人材（ウォームアップティー
チャー）を配置する。

ウォームアップティー
チャー6名（小学校1名、中
学校5名）を配置した。小
中学校における不登校予
防および不登校児童生徒
の学校復帰を支援した。

継続
5,532

GIGAスクール構想推進
事業（小・中学校）

GIGAスクール構想の実現に向けて、
児童生徒1人1台端末を整備し、多様
な子どもたちを誰一人取り残すこと
のない、個別最適化された学びを実
現する。

児童生徒1人1台端末と全
小中学校に高速通信ネッ
トワーク環境を整備した。 完了 0

(488,585)

スクールアドバイザー事
業

学校が、不登校やいじめ、保護者と
の関わり等で調整が困難な状況に
なった場合 、または、それを未然に
防ぐために、専門的、客観的な助言
のできる人材（スクールアドバイ
ザー）を派遣する。

学校の現状把握のための
巡回訪問（23校各1回）の
ほか、要請による訪問（7
校のべ12回）を実施した。

着手
364

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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72 学校教育課

73 政策創造課

教育ＩＣＴ活用促進プロ
ジェクト
※令和３年度から「学ぶ
楽しさを味わうＩＣＴ活用
推進事業」を統合

小中学校全教室に導入した大型電
子黒板及び1人1台端末等のICT教
育機器が、GIGAスクール構想の趣
旨に沿って有効に活用され、授業者
による質の高い教育を支援する事を
目的にGIGAスクール推進室を設置
して、計画的な導入・支援を図るとと
もに、今後のあり方を探る。
また、小中学校における情報教育を
推進するため、専門的な知識を有す
る非常勤教員（ICT支援員）を配置す
る。

ＩＣＴ教育機器の整備のほ
か、ＩＣＴアドバイザー及び
教育推進員による計画的
な支援を実施した。

着手
42,980

　５　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

令和6年度

目標値

51.0 51.0 

（平成30年度） （令和3年度）

84.6 78.1 

（平成30年度） （令和3年度）

141 183 

（平成30年度） （令和3年度）

男女共同参画推進事業

男女が共に家庭、地域、社会のあら
ゆる分野で責任を担い、個人の人権
を尊重することのできる社会構築を
目指して各種事業を実施する。

審議会等への女性委員の
登用率向上に向け、ポジ
ティブ・アクションプランを
策定した。
また、申請書等の性別欄
の見直しを行った。
女性の再就職を支援する
セミナーの開催とLGBT等
の多様な性に関する職員
研修会を実施した。

継続 156

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

ワーク・ライフ・バランスを実践でき
ていると思う人の割合（％）

C 76.0 

両親学級参加組数のうち父親の参
加組数割合（％）

D 87.6 

育児休業給付金受給者数（人）
（渋川公共職業安定所管内）

A 179 

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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74 商工振興課

75 商工振興課

76 商工振興課

基本目標４　「まち」づくり　／　時代に合った活力ある安全・安心な地域づくり

令和6年度

目標値

60.4 -

（平成30年度） （令和3年度）

　施策の基本的方向

　１　地域拠点の活性化とネットワークづくり

令和6年度

目標値

1,635,565 1,135,800

（平成30年度） （令和3年度）

令和6年度

目標値

203,474 139,710

（平成30年度） （令和3年度）

19（累計） -

（平成30年度） （令和3年度）

商店改装等助成事業

市内店舗の事業継続を支援し、買物
弱者の増加抑制を図るため、商店等
に対して、改装費及び設備購入費用
の一部を補助する。

交付件数　18件

完了
6,966

渋川駅前交流センター
事業

にぎわいのある中心市街地の再生
に積極的に取り組むため、JR渋川駅
前の空き店舗を活用し、コミュニティ
スペースを設置する。

渋川駅前プラザのパンフ
レットを作成し公共施設等
に配布した。 継続

7,149

にぎわいイベント創出事
業

地域のにぎわいを創出し活性化を図
ることを目的として実施する事業に
対し、補助金を交付する。
ＭＭ－１（まんなかまんじゅうフェス
ティバル）、もつファイト、1000人
ROCK Fes Gunma及び渋川駅前広
場をはじめ、中心市街地等で実施す
るにぎわいイベントへの補助をする。

ＭＭ－１（まんなかまん
じゅうフェスティバル）及び
もつファイトは、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の
ため中止した。
1000人ROCK Fes Gunma
については、演奏している
様子を撮影した動画をイン
ターネット上で募集し、こ
れを一つの動画に編集し
て世界中に発信する事業
を実施した。（市の補助は
無し）
青年会議所主催の七夕事
業については、6月26日～
8月6日まで渋川駅前通り
商店街で実施。
無指定イベントとして、
GardenをJR渋川駅100周
年記念イベントと同時開催
し、約300人の来場者が訪
れた。また、シキシマエキ
マエピクニックをJR敷島駅
前遊休地で開催し、約
1,500人の来場者が訪れ
た。

継続
369

数値目標 基準値 実績値
目標
達成
状況

本市に住み続けたい人の割
合（％）

- 70.4 
※令和3年度は市民意識調査未実
施
　 のため実績値の記載は不可

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

JR 渋川駅・八木原駅乗車人員
（人）

D 1,680,000

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

乗合バス利用者数（人） D 213,000

空き店舗新規出店数（店舗） - 30（累計） ※令和２年度で新規受付終了

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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77 商工振興課

78 商工振興課

79 商工振興課

80 交通政策課

81 都市政策課

82 都市政策課

83 都市政策課

84 都市政策課

元気な中心市街地にぎ
わい創出事業

中心市街地活性化プランに基づき、
中心市街地の活性化に向けた取り
組みを進めていく。
実施にあたっては「まちづくり市民サ
ポーター」を軸に、中心市街地の商
業者等とも連携し、官民協働の視点
で継続的なまちづくりを進める。
また、大学や市内高校等との連携を
進めていく。

新型コロナウイルス感染
症によってイベントができ
ない中、新しい生活様式
に合わせたイベントを、ま
ちづくり市民サポーターが
中心となって開催。
・うたごえサロン（3回）
・七夕イベント
・GO TO MUSIC in 
Shibukawa
・もみじライブ
・渋川まちなかイルミネー
ション
・地下道清掃
・駅前ライブ

継続
935

サテライトオフィス誘致
促進事業

企業が取り組む多様な働き方の促
進及び地域経済の活性化を図るた
め、市外及び県外の企業等に対し
て、市内の空き物件を利用して設置
するサテライトオフィスの整備費用を
補助する。

補助実績　2社（市外企
業）
コワーキングスペースを駅
前プラザ3階スペースに継
続的に解説
PRポスター等を作成し首
都圏の駅へ掲示した。

完了
2,704

しぶかわ創業開業支援
事業
※令和3年度から「まち
なか空き店舗活用にぎ
わい創出推進事業」、
「空き店舗活用開業支援
事業」、「まちなか創業支
援事業」を統合

市内で創業しようとする者を支援す
るため、建物の改修や備品購入に係
る費用の一部を補助する。
まちなか、伊香保温泉、敷島駅等の
重点地区での創業又は開業は補助
額を加算する。
令和2年度までに申請を受理した「ま
ちなか空き店舗活用にぎわい創出事
業」及び「空き店舗活用開業支援事
業」に係る家賃補助する。

【創業支援】
交付件数　10件、7,298千
円
（創業件数　7件、4,572千
円
　開業件数　3件、2,726千
円）
【家賃補助】
交付件数　24件、6,433千
円

継続
13,731

ＪＲ八木原駅周辺整備事
業

八木原駅の自由通路、駅舎、東西駅
前広場及び東側アクセス道路を整備
する。

東側アクセス道路事業用
地の地権者交渉、西側駅
前広場事業用地の地権者
交渉準備及び東日本旅客
鉄道㈱高崎支社と自由通
路及び駅舎整備に関する
協議を行った。
また、自由通路及び駅舎
整備基本設計業務委託を
実施した。

継続
41,443

立地適正化計画策定事
業

拡散型都市構造から集約型都市構
造への転換を図るため、居住及び都
市機能の立地の誘導と公共交通の
効率的なネットワーク化により、まち
のまとまりを形成する渋川市立地適
正化計画を策定する。

令和3年11月をもって立地
適正化計画が策定・公表
となった。今後は、都市再
生特別措置法の改定によ
り必要となった防災指針を
策定するとともに、居住及
び都市機能を誘導する施
策の推進を図る。

継続
597

都市計画再編推進事業

都市計画再編方針に基づき、土地
利用規制及び都市計画道路の見直
しを推進する。土地利用規制の見直
しでは、渋川駅西側地区及び八木原
駅周辺地区の地区計画を策定する。
また、都市計画道路の見直しでは、
既存の都市計画道路の廃止・変更を
行う。

都市計画再編方針に基づ
き、令和3年9月に渋川駅
西側地区及び八木原駅周
辺地区の地区計画を策定
した。

着手
825

渋川駅周辺地域再生構
想策定事業

渋川駅周辺地域において、都市のス
ポンジ化などのまちの課題に取り組
み、都市拠点の再生を図るため、当
該地域の再生構想を策定する。

構想案のオープンハウス
（パネル展示）及び市民意
見公募実施後、最終案を
整理し、令和3年11月を
もって策定・公表した。

完了
44

JR渋川駅周辺整備事業

立地適正化計画及び渋川駅周辺地
域再生構想の策定に先行して、鉄道
利用者の多様なニーズに適応した渋
川駅の再整備を行う。

渋川駅前広場整備計画に
基づき、①タクシ－乗降場
の再編、②一般車乗降場
の再整備、③イベント（自
由広場）の拡充、④付帯
施設（シェルタ－等）の整
備を実施するため、バスロ
－タリ－・タクシ－乗降場
の整備工事を行った。

継続
34,914

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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85 交通政策課

86 交通政策課

87 交通政策課

88 こども課

89 危機管理室

90 危機管理室

バス交通デマンド化検証
事業

北橘地区において、あらかじめ設定
した乗降ポイント（公共施設、集会
所、医療機関、商業施設等）の間を
予約に応じて運行するデマンドバス
を試行的に導入する。

令和2年度に引き続き試行
運行を実施し、利用状況
を調査すると共に利用説
明会を行った。利用説明
会においてはアンケートに
よりニーズを調査し、令和
4年度からの本格運行に
向けた調整を行った。

完了
5,361

高齢者移動・生活支援
事業
※令和3年度　事業名
「高齢者移動支援事業」

運転免許証を保有していない75歳以
上の人に対して、タクシー利用料金
の一部を助成し、高齢者の通院等の
日常生活における移動を支援する。

運転免許証を保有してい
ない75歳以上の人に対し
て、タクシー利用券（一般
券24枚）を交付したほか、
相乗り券を廃止し、おつか
いタクシー券6枚を交付し
た。

継続
9,428

バス交通活性化推進事
業

乗合バスの安全な運行を維持すると
ともに、バスの利便性の向上を図る
ため、老朽化したバス車両の更新に
対して補助金を交付する。

バス車両の更新に対して
補助金を交付した。
関越交通（渋川駅～青葉
台経由りんご団地線）32人
乗　1台
6月補正によりＩＣ補助金を
拡充した。

継続 65282
（8,683）

　２　安全で快適な暮らしを支える社会基盤整備

令和6年度

目標値

134 154

（平成30年度） （令和3年度）

空家の解消件数（件） 199（累計） 860（累計）
（空家台帳対象外、解体、利活用
（空家バンク登録、空家リフォーム）
による解消件数）

（平成30年度） （令和3年度）

園児を守る防犯対策強
化事業

保育所、認定こども園、幼稚園及び
子育て支援総合センターにおいて、
安全かつ安心な幼児教育・保育の環
境を維持するため、犯罪の抑止効果
のある防犯カメラその他の防犯設備
を設置して、園児を守る有効な防犯
対策を強化する。

公立施設への防犯カメラ
その他の防犯設備の設
置、民間施設への補助を
実施。 完了

5,340

消防団装備拡充事業

市民の生命と財産を守ることを目的
とし、かつ、消防団員の安全対策、
救助活動等の新たな役割への対
応、大規模火災等に対応するため装
備を充実させる。

消防団無線機バッテリー
交換を行った。

継続
577

自主防災組織活動支援
事業

市の総合防災訓練の実施や、自主
防災組織への活動支援を行う。
「自主防災組織等活動支援補助金」
の対象事業に、新たに体制強化事
業（地区防災計画や地区防災マップ
等の作成により体制を強化した団体
に対する補助）を追加する。

自主防災組織の活動を支
援するため、引き続き自主
防災組織が実施する資機
材整備、防災啓発及び体
制強化に対して補助を
行った。
気象防災アドバイザーを
任用し、より一層の防災体
制の強化を図った。

継続
4,210 

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

自主防災リーダー認定者数（人） C 194

A 250（累計）

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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91 政策創造課

92
市民協働推進
課

93 土木維持課

94 業務課

95 業務課

96 業務課

97
デジタル行政推
進課

空家等対策推進事業

空き家等及び空き地を適切に管理
することにより、市民の生活環境の
保全を図る。
関係団体との連携により、空き家等
及び空き地の利活用を促進させ、空
き家等の解消に取り組む。

空き家実態調査に伴う所
有者等の意向調査の実
施、令和4年度策定の第2
期空家等対策計画策定の
準備、空き家無料相談（毎
月第二水曜日開催）、年1
回の日曜無料空き家相談
会の実施、また、空き家バ
ンク制度運用や、空き家
利活用促進パンフレット配
付、空き家セミナー開講な
どにより空き家等の適正
管理推進や空き家の解消
を図った。

継続
2,201 

安全安心まちづくり推進
事業

犯罪を未然に防止し、市民が安心し
て暮らせるまちづくりを推進する。

『第3次安全で安心なまち
づくりを推進するための計
画（平成30～令和4年度）』
を推進した。
青色防犯パトロール車に
よるパトロールを314回実
施し、防犯活動用品購入
のため、2団体に補助金を
交付した。

継続
4,477 

交通安全施設整備事業

防護柵、反射鏡、区画線の設置、街
路灯の修繕などによる、市民が安心
して通行できる交通安全施設の整備
を行う。

道路照明灯修繕、防護柵
設置工事、道路反射鏡の
設置及び更新工事、区画
線設置工事を実施した。

継続
27,781 

管渠整備事業

管路施設（管渠、取付管、マンホー
ルポンプ等）の整備を計画的に実施
する。

管渠整備
・公共下水道　＝3,585.2ｍ
・特環下水道　＝2,057.6ｍ
整備済み面積　
・公共下水道  926.61㏊
・特環下水道  521.66㏊

継続 783,902
(13,937)

ポンプ場整備事業

 管路施設及び処理場施設を補完す
るためのポンプ場施設の整備を計画
的に実施する。

下水道施設耐水化計画を
策定した。

継続
1,324 

処理場整備事業

管路施設に接続して下水を処理する
処理場施設の整備を計画的に実施
する。
長寿命化（物聞沢）やストックマネジ
メント（物聞沢・湯沢）等を実施する。

渋川市物聞沢水質管理セ
ンター再構築工事（土木工
事一式、電気・水処理設
備一式）を実施した。

継続 431,318
(138,837)

デジタル・ガバメント推進
事業

自治体ＤＸ推進計画及び「渋川市ＤＸ
推進方針」に基づき、「行政手続のオ
ンライン化」「自治体情報システムの
標準化・共通化」「業務効率化・業務
改善の推進」「ＤＸ推進に係る環境の
整備」を、全庁的・横断的に連携して
推進するとともに、今までの業務の
進め方を抜本的に見直す職員の意
識改革に取り組む。また、業務改善
システムを導入し、業務の効率化を
図ることで、その人的資源を活かし
更なる市民サービス向上に繋げる。

市民がスマートフォンを利
活用できるよう体験教室を
実施した。（開催　33回、
参加　243人）
業務改善システム（ＡＩ会
議録作成支援システム、Ａ
Ｉ－ＯＣＲ、ＲＰＡ業務自動
化ツール）の運用を継続し
た。
分散勤務や業務など様々
な業務形態に対応すると
ともに、災害時の迅速かつ
正確な情報情報伝達等に
活用するため、ＬＧＷＡＮ
ネットワークに接続できる
モバイルパソコン等を導入
した。（モバイルパソコン20
台）

継続
18,863 

　３　健康づくりの推進と医療・福祉の充実

令和6年度

目標値

43.0 38.1

（平成30年度） （令和3年度）

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

特定健診受診率（％） D 60.0
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98
市民協働推進
課

99 地域包括ケア課

100 高齢者安心課

101 高齢者安心課

102 健康増進課

103 健康増進課

104 健康増進課

105 スポーツ課

106 介護保険課

地域の健康づくり推進事
業

自治会が広場や敷地に健康遊具を
設置する費用を補助する。
地域の健康づくり活動を通じて、地
域コミュニティの活性化を推進する。

年度当初から、自治会や
健康推進員等へ事業のＰ
Ｒを行い、問合せは数件
あったが、補助金を申請
する自治会は無かった。

着手
0

手話普及推進事業

手話言語条例に基づき、手話を普及
するため各種事業を実施する。

手話通訳者派遣事業、要
約筆記者派遣事業、手話
通訳者設置事業、手話奉
仕員養成講座事業を行っ
た。また、感染予防対策を
講じた上で各種手話教室
の計画・実施を行った。小
学校11校、中学校2校へ
の講師派遣を行い、手話
の普及に努めた。

継続
2,462

外国人介護人材確保対
策事業

介護分野の人材の確保と定着につ
なげるため、外国人介護人材に対し
て、家賃補助、バスカードの交付及
び日本語能力試験受験料の一部助
成を行う。

住居確保支援（家賃補助）　
4件
移動支援（バスカード交
付）　5件
コミュニケーション円滑化
支援（受験料補助） 0件

継続
445

徘徊高齢者位置情報
サービス事業

認知症高齢者等が行方不明になる
ことを防ぐため、ＧＰＳ端末を貸し出
し、高齢者等の位置情報の探索を行
うことができるようにする。

介護支援専門員、民生委
員等に対し、本事業を周
知した。（利用者6人） 継続

310

渋川ウォーキングチャレ
ンジ事業

健康維持のきっかけづくりとして「歩
く」ことを推奨し、その成果に応じて
健康ポイントを付与する。健康ポイン
トが一定の水準に達した際にはイン
センティブとして地域で使える金券等
を配布する。

健康維持のきっかけづくり
として「歩く」ことを推奨し、
その成果に応じて健康ポ
イントを付与した。健康ポ
イントが一定の水準に達し
た際にはインセンティブと
してクオカードを配布した。

継続
8,617

健康増進事業
（がん対策事業、がん検
診受診率向上事業、腹
部超音波検査事業、骨
密度検診事業、肝炎ウ
イルス検診事業、歯周疾
患検診事業、わかば健
康診査事業、被生活保
護者健康診査事業、健
康教育事業、健康相談
事業、口腔衛生事業、健
康推進員活動事業、食
生活改善事業、精神保
健福祉相談事業、骨髄ド
ナー支援事業）

健康診査、各種がん検診、健康相談
の実施と生活習慣病予防のための
受診勧奨や保健指導を実施する。

健康診査、各種がん検
診、健康相談の実施と生
活習慣病予防のための受
診勧奨や保健指導を実施
した。

継続
89,572

疾病予防対策事業
（感染症予防事業、新型
コロナウイルスワクチン
接種事業）

予防接種を実施することにより各種
感染症を予防する。

予防接種法に基づく定期
予防接種を実施した。
新型コロナウイルスワクチ
ンの接種体制を整備し、
接種を実施した。

継続 481,831
（358,878）

ラジオ体操普及推進事
業

健康寿命の延伸、コロナ禍での運動
不足解消、地域交流の回復等を目
的としたラジオ体操の普及推進す
る。

ラジオ体操指導員資格を
取得できる講習会の実
施、事業所や任意の団体
へのスタートアップセットの
配布、市内6か所でのラジ
オ体操会開催等に取り組
み、市民にラジオ体操の
習慣を提案した。

着手
993

高齢者の保健・介護予
防一体化事業

75歳以上の後期高齢者の医療・介
護レセプト、健診のデータ等の分析
を行い、医療関係団体と連携し、地
域の健康課題の把握、事業の企画
等を行い、介護予防事業および高齢
者の保健事業を実施する。

令和2年度と同様の実施
圏域、実施内容を継続。
実施にあたっては、令和2
年度の実施結果から、関
係課・医療専門職等によ
る検討会を踏まえ、対象
者の抽出方法や具体的な
実施方法を反映させ実施
した。

継続
150

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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107 財務課

108 財務課

109
デジタル行政推
進課

　４　効率的な行財政運営の推進

令和6年度

目標値

35,742,107 34,511,971

（平成30年度） （令和3年度）

0.87 0.29

（平成30年度） （令和3年度）

地方公会計推進事業

毎年度、統一的な基準による財務書
類を作成し、財務分析に活用する。

令和2年度決算に係る統
一的な基準による財務書
類を作成し、財務分析に
活用した。

継続
418

公有資産経営事業

公共施設等総合管理計画（第1期実
施計画）に基づく施設の適正管理を
行う。
普通財産（土地、建物）の適正な管
理運用に努めるとともに、遊休資産
の利活用等を図り、公有財産のファ
シリティマネジメントを推進する。

公共施設等総合管理計画
（第1期実施計画）の進行
管理について、令和2年度
末時点の取組状況調査を
実施し、庁議への報告等
による全庁的な周知を
行った。また計画の基礎
資料となる施設カルテを作
成した。
普通財産（土地、建物）及
び不用となった公用車の
売払いを実施した。（売却
額：土地30,703千円、建物
（北橘温泉ばんどうの湯）
19,800千円、車両1,663千
円）

継続
32,435

情報化推進事業

渋川ほっとマップメールの管理・運
用・見直しを実施する。
フォトリポしぶかわの管理・運用・見
直しを実施する。
汎用受付システム（電子申請・届出、
施設予約）の管理・運用を実施する。
※施設予約システムについては、群
馬県情報化推進協議会システムの
共同利用が令和3年9月末に終了。

渋川市ほっとマップメール
等の配信システム　登録
件数　18,000件
フォトリポしぶかわ　投稿
数　22件
電子申請・届出システム　
電子申請提供手続数　48
件
施設予約システム　空き
状況照会可能施設数　30
施設（うち予約可能施設数　
22施設）
※施設予約システムにつ
いては、令和3年10月から
公益財団法人渋川市まち
づくり財団のシステムに移
行

継続
3,975

重要業績評価指標（KPI） 基準値 実績値
目標
達成
状況

市債残高（千円） B 33,321,000

公共施設等の総延床面積の縮減
率（％）

D 7.09 

№ 事業名 事業概要 事業経過
進捗
状況

令和3年度
執行額(千円)

主管所属
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